
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 1 4 8  2 0 2 1 . 7 . 1 5 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

 

・ 特 集… … 職 務 経 歴 書 の 作 成 ポ イ ン ト （ 編 年 体 ）  

 

・ 支 援 情 報… … 《 再 掲 》 2 0 2 1 年 度 就 労 支 援 セ ミ ナ ー   

長 崎 市 Z O O M 使 い 方 セ ミ ナ ー  

受 講 生 募 集  

・ 7 月・8 月の予定… … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

 

・ 編 集 後 記… … 大 切 に し た い 自 然 の 摂 理  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 職 務 経 歴 書 の 作 成 ポ イ ン ト （ 編 年 体 式 ）  

編 年 体 式 は 職 務 経 歴 を 古 い も の か ら 並 べ て 記 載 す る 一 般 的 な 方 法 で  

す 。  

◎ 記 載 方 法  

職 務 経 歴 の 作 り 方 は 、 A４ 縦 サ イ ズ の 白 無 地 の 紙 1～ 2 枚 に 程 度 に パ  

ソ コ ン で 横 書 き に よ り 作 成 す る こ と が 一 般 的 で す が 、 黒 の ボ ー ル ペ  

ン ・ 万 年 筆 等 に よ る 手 書 き （ 鉛 筆 、 シ ャ ー プ ペ ン は 不 可 ） で も 差 し  

支 え あ り ま せ ん 。  

◎ 記 載 項 目  



記 載 項 目 は 自 由 で す 。 た だ し 、 冒 頭 部 分 の 「 表 題 」「 氏 名 」「 日 付 」  

及 び 職 務 経 歴 」 は 必 須 で す 。 そ の ほ か 、 自 分 を ア ピ ー ル で き る 項  

目（「 資 格 取 得 」、「 パ ソ コ ン ス キ ル 」、「 活 か せ る 能 力 」、「 自 己 Ｐ Ｒ 」、  

「 志 望 動 機 」、「 入 社 」「 研 修 」、「 昇 進 」、「 退 職 」「 人 脈 」 な ど ） を  

自 分 な り に 選 ん で 追 加 す る こ と が 一 般 的 で す 。  

◎ 見 や す い レ イ ア ウ ト に す る  

パ ソ コ ン で 作 成 す る 場 合 は 、 本 文 部 分 を 1 0 . 5～ 1 1 ポ イ ン ト と し 、  

本 文 の フ ォ ン ト の ス タ イ ル と サ イ ズ は す べ て 統 一 し ま す 。  

標 題 や 見 出 し は 、 フ ォ ン ト サ イ ズ を 大 き く し た り 、 ゴ シ ッ ク 体 や 太

字 に す る な ど し て 強 調 し 、 メ リ ハ リ を つ け ま す 。  

ま た 、 携 わ っ た 業 務 内 容 を 表 組 み に す る な ど 、 ち ょ っ と し た 工 夫 を  

す る こ と で 読 み や す く な り ま す 。  

◎ 読 み や す い 文 章 表 現  

見 や す く 、 わ か り や す く 、 要 点 を 簡 潔 に ま と め ま す 。  

1 .一 つ の 文 章 は 短 く し 、文 章 の 最 後 を「 ～ を 担 当 」「 ～ 従 事 」の よ う

に 名 詞 （ 体 言 ） 止 め に し ま す 。  

2 .年 号 は 、和 暦 か 西 暦 に 統 一 し ま す 。通 常 は 、和 暦 を つ か い ま す が 、

外 資 系 企 業 や I T 企 業 な ど に 応 募 す る 場 合 は 、西 暦 を 使 う の が 、一

般 的 で す 。  

3 .企 業 名 ・ 資 格 名 ・ 学 校 名 な ど の 固 有 名 詞 は 、 略 号 を 用 い た り 省 略

し た り せ ず 正 式 の 名 称 ・ 表 示 で 記 入 し ま す 。  

4 .応 募 先 企 業 の 欲 し い 情 報 や ア ピ ー ル し た い こ と が 適 格 に 伝 わ る よ

う に 、 メ リ ハ リ を つ け た 文 章 を 心 が け ま す 。  

5 .最 後 に 必 ず 読 み 返 し 、 誤 字 ・ 脱 字 、 ま た 、 パ ソ コ ン の 場 合 は 印 字

の か す れ や 汚 れ が な い か ど う か も 点 検 し ま す 。  

 

  エ ー ル な が さ き で は 、 職 務 経 歴 書 の 書 き 方 か ら パ ソ コ ン で の 作 成  

  ・ 印 刷 ま で サ ポ ー ト し て い ま す 。 何 か 不 安 な 事 、 分 か ら な い 事 が

あ り ま し た ら 、 ぜ ひ ご 相 談 く だ さ い 。  

 ※ L I N E で の 添 削 ・ ア ド バ イ ス 等 も し て い ま す 。  



  

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 2 0 2 1 年 度 就 労 支 援 セ ミ ナ ー   

長 崎 市 Z O O M 使 い 方 セ ミ ナ ー    受 講 生 募 集  

 

き ち ん と Z O O M に 接 続 で き る か 不 安・・・。自 己 流 で 使 っ て い る か ら 、

一 部 の 機 能 し か わ か ら な い ・ ・ ・ 。「 面 接 ・ 打 合 せ は Z O O M で 」 と 言

わ れ た が 、や り 方 が わ か ら な い 。な ど 等 で 困 っ て い ら っ し ゃ る 方 や 、

こ れ か ら の こ と を 考 え て 学 ん で お き た い 方 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。  

 

【 日 程 】 令 和 3 年 8 月 1 日 （ 日 ）、 9 月 1 2 日 （ 日 ）  

【 時 間 】 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0  

【 会 場 】 長 崎 西 洋 館  Ⅿ ２ 階  セ ミ ナ ー ル ー ム  

〒 8 5 2 - 8 1 0 8  長 崎 市 川 口 町 1 3 - 1  

【 定 員 】 定 員 1 0 名  参 加 無 料  

【 お 申 込 み 先 】 Y E L L な が さ き ： T E L： 0 9 5 - 8 1 3 - 0 8 0 0  

※ 詳 し く は 、 下 記 Y E L L な が さ き ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。  

チ ラ シ や 申 込 書 の ダ ウ ン ロ ー ド も で き ま す の で ご 活 用 く だ さ い 。 

h t t p s : / / w w w . y e l l - n a g a s a k i . j p / k o u s h u u . h t m l  

 

■ 7 月・8 月 の 予 定 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

7 月 2 1 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0  ＜ 鷲 見  賢 一  弁 護 士 ＞  

8 月 1 8 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0  ＜ 池 内  愛 弁 護 士 ＞  

《 事 前 予 約 受 付 中 》  

鷲 見  賢 一  弁 護 士  

弁 護 士 法 人 A L A W & G O O D L O O P 長 崎 オ フ ィ ス ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / a g l - l a w . j p / a b o u t u s / o f f i c e / n a g a s a k i - o f f i c e /  

https://www.yell-nagasaki.jp/koushuu.html
http://agl-law.jp/aboutus/office/nagasaki-office/


 

池 内  愛 弁 護 士  

池 内 愛 法 律 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ   

h t t p : / / a i - l o . c o m /  

 

※ 鷲 見 弁 護 士 ・ 池 内 弁 護 士 共 に 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 で す 。  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま  

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 大 切 に し た い 自 然 の 摂 理  

平 年 よ り も 早 く 梅 雨 が 明 け ま し た 。 し か し 、 今 年 も ま た 雨 に よ る 災

害 の 大 き な 爪 痕 を 残 し ま し た 。  

「 木 が あ っ た ら 水 を 吸 っ て く れ て い た 。山 を 荒 ら し た ら 困 る ね 。」と

い う 住 民 の 声 は 大 切 な 自 然 の 摂 理 で す ね 。 心 無 い 人 間 の 行 為 で 被 害

を 拡 大 さ せ た の で あ れ ば い た た ま れ な い 思 い で す 。  

山 を 見 て 心 を 癒 し 、 季 節 を 感 じ 生 き て い く 幸 せ を も ら っ て い る こ と

に 感 謝 し 、 自 然 の 豊 か さ を 守 り 育 て 次 世 代 に 繋 い で い き た い も の で

す 。  

 


